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国際共同研究によるスプリント走パフォーマンス診断システムの構築

事業概要

本事業は，国内外の優れた研究者とスポーツパフォーマンス研究センターを利用した国際共同研究を行い，スプリント走
パフォーマンスの診断システムを構築することであった．
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研究成果

1. 「ウェアラブルレジスタンスのスプリント走への影響」
Cronin JBほか (Auckland University of Technology, New Zealand; University of Barcelona, Spain; Victoria Univer
sity, Australia; Arizona State University, US)

2. 「スプリント走における力速度パワープロファイルに関する研究」
Morin JBほか (University of Nice, France; University of Savoie, France; Swansea University, UK; Auckland Unive
rsity of Technology, New Zealand; University of Pretoria, South Africa)

3. 「機械式レジスタンス，アシスタンスがスプリント走に及ぼす影響１」
Roland van den Tillaarほか (Nord University, Norway; King Juan Carlos University, Spain)

4. 「機械式レジスタンス，アシスタンスがスプリント走に及ぼす影響２」
石川昌紀ほか（大阪体育大学）

5. 「疾走における体幹部コントロールがパフォーマンスに及ぼす影響」
Amini Eほか (University of Malaya, Malaysia; Autonomous Sport Confederation of Guatemala, Guatemala; Unive
rsity of Taipei in Taiwan, Republic of China; Nanyang Technology University, Singapore; Myanmar Football Feder
ation, Myanmar; Philippine Sports Commission, Philippine; Otto Von Guericke University Magdeburg, Germany; 
National Youth Sports Institute, Singapore; University of Belgrade, Serbia; Institute of Sport - National Researc
h Institute, Poland; Thammasat University, Thailand; Semarang State University, Indonesia; Chinese Culture U
niversity, Republic of China; National Taiwan Sport University, Republic of China; Seoul National University, Sout
h Korea)

6. 「スプリント走のスタートパフォーマンスと圧力中心の関係」
大島雄治ほか(立命館大学；Swansea University, UK)

7. 「スプリント走の機序解明に関する研究」
小池関也（筑波大学），仰木裕嗣（慶應義塾大学），大沼勇人（関西福祉大学），篠原康男（立命館大学），宮代賢治（
日本文化大学）

8. 「子供の疾走能力向上に関する研究」
Salo Aほか (Bath University, UK; Auckland University of Technology, New Zealand; Cardiff Metropolitan Universit
y, UK)

本事業では，上記の個々の研究プロジェクトを進め，得られた知見を統合してスプリント走パフォーマンスの診断システ
ムを構築した．スプリント走パフォーマンス診断システムでは，モーションキャプチャシステムやフォースプレートシステ
ムでデータを取得し，アスリートのパフォーマンスレベルや体格，疾走の特徴に基づいて，より高い速度で走るために必要
となる動作の特徴を提示できるようになった．個々の研究プロジェクトの成果は，以下のように学術論文として出版されて
いる．本事業では，男性アスリートを対象に最大速度局面のスプリント走パフォーマンスの診断システムを構築したが，今
後は加速局面の診断システムの構築を目指すとともに，対象者の幅を広げていく．
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